
資 料

553・66L96：55L232：550・4（524）

クナシリ島（千島列島）のGorov：nin火山のSolfataraにみられる1

シリカゲルの生成問題について

S．1．Naboko＆V．G．Silinichenko

　　　小西　善治訳
　クナシリ島（千島列島）のGorovnin火山のカルデラでは，新しい石英安山岩質のCupola

にみられる多数のSolfataraとともに，湖成堆積物が存在するSolfatara地域に出会する。

Gor・vnin火山のカルデラに水平に賦存する湖成堆積物には，割れ目系が発達するとともに，

ドーム状に隆起している。Cupola状隆起の大ききは，直径60m以下である。

熔岩の逆入は潤成堆積物を突き破つて！・ないが，湖成堆積物を特異な型に持ちあげてい弓。

避入物質は，こんにちにいたるまで冷却しないで，熱水現象または硫気現象の跡を残している。

ドームの頂および斜面からはガスが放出きれているが，その麓には，硫酸塩類を含む温泉が湧

出している。ガスの温度は980，泉温は82。である。遜入熔岩の組成は，隣接の内カルデラ

第1表Solfataraおよびカルデイラ湖のガスの凝縮物組成
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の新しいCupolaを構成する石英安山岩に近いようである。

　Solfataraのガスおよびド，ムの麓の，カルデイラ湖底から放出されているガスおよび温泉水

（人工的）凝縮物の組成からみると，遊入熔岩は，水蒸気・炭酸ガス・含S無水物・硫化水素

少量であるが，亜塩素酸・水素・メタンを放出している。

　凝縮物の乾燥残査のスペクトル解析結果は，次のようである。Sb－Q，π％，Ag－o．000処％，

Zn－0，犯％，Be－0．00π％，Sr－0．0処％である。

　噴気孔ガスが凝縮，溶解しで形成きれた硫酸溶液は，湖成堆積物を飽和し，長期間にわたつ

て堆積物に作用するから，この種堆積物の造岩鉱物類は分解する。滞孔溶液の組成は凝縮物お

．よび水の組成に近いことが考えられる（第1表滲照）。

　弱膠結岩石類で代表きれる湖成堆積物は，主として安山岩組成の砕屑熔岩および微粒の粘土

質粒子からなつているが，熱水の影響を受けている箇所では，分解し，珪酸に富む白色脆弱岩

石に転移している。各地域では，緻密な皮殼面を破砕すると，その下部からは熱い珪酸ゲルの

jelly状塊がでてくる。

　このようなjelly状塊の試料は，擦り合わせ式になつている栓付ガラスビンに入れられた。

lelly状塊は数時聞経つと・chalk莚類似した撒細な乾燥細粉一珪酸ゲルー一を形成する・乾燥シ

リカゲルの水の含量は52％であて，以前の珪酸jelly状ゲルの含水量に近いようである。シリ

カゲルのSiO2は45。64％，H20は52．25％であつて，残余の成分は2．11％である。このな

かにはSO3，R203，Tio2が含まれている。

　シリカゲルのSio2とH20との分子量比は1：3．8に相当している。

　シリ・カゲルのスペクトル解析によって，V－0．000％％，Cu－0。◎0％％，Zr－0・0％％が決定さ

れている。

　水の析出物質はまちまちである。温度80。の場合には46．95％，！05Dでは1。57％，120。で

は0．42％である。

　小ビンに採取された見掛上の乾燥シリカゲルをデシケータに入れて放置する乙容易に脱水ト

でき、る。例えば，含燐無水物上に24時間放置きれた試料からは，48％の水が除去きれ，全部

で3。87％の水分が残る。シリカゲルを乾燥器中に入れ，乾燥器の温度を120。に保うてシリカ

ゲルが一定の重量になるまで放置すると，水の含量は3．73％になる。この値は，シリカゲル

の水分の4％がUltraporeの内表壁面に化学的に結合していることを確認したEigmondi，

Chukhrovのデータとよく一致している。Chukhrovはこの種の水を構造水と名付けている。

　シ、リカゲルに含まれている若干量の水は・大気中に奪われ・飽和水蒸気の型となつて・ふた

たび水に吸収きれる。吸収水の量は，シリカゲルの初成含量に比較して少ない。

　120。で乾燥きれたシリカゲルは，水蒸気を送るとふた＼び13。99％の水分だけを吸収する。

したがつて乾燥によつて，シリカゲルの構造の再配列が起こり，そのためにシリカゲルの親水

性性質が変わつたことが明らかである。

　原初形態の上述のシリカゲルはX線で認められる潜晶質を示している』80倍率の検鏡結果に

よれば・シリカゲルは・透明・等方質粒子（N’＝1・437）であつて，そのなかには一層低屈析率

を示す多数のカラスムギ粒状，円形包有物を含んでいる。含燐無水化物上で試料の脱水後で

も，孔型態は保存きれている。したがつて原孔は，吸蔵水で充填きれていたが，乾燥シリカゲ

ルは，珪酸粒子によつて形成きれた骨組を保存し，その空孔は空気で充填きれていたことが考

えられる。

　このようにして上述のシリカゲルは次のように区分できる。（1）吸着水，その含量は周辺

の空気の湿度によつて変わつてくる。（2）吸蔵水，この水は珪酸ゲルの離液（Syneresis）の

．結果として形成きれるg　（3）構造水含量4％，温度140。以上になると遊離する、量的には

蛋白石め含水量に対応する。Solfataraのシリカゲルが脱水きれると，蛋白石の生成が誘導き

れる・蛋白石がきらに6‘老化”きれると石英へ転移する。類似の例としてはSheveluch火山の
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Karana　Cupolaに発達するSolfataraがあげられる（第2表参照）。こ＼では安山岩は完全に

蛋白石化している。蛋白石にはX線解析によつて，石英とβ一クリストバル石が少量混和して

いることとが確認きれている。

第2表Sheveluch火山のSolfataraに伴なう蛋白石のX線解析値
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β一クリストバル石

1
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7
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　最長のdの値4。05は蛋白石に特徴的である．

　火山のSolfatara地域にみられる珪酸ゲルは，岩石の硫酸分解で生成きれる。Solfataraの硫

化水素および硫気ガスは，空気および大気の水分に含まれている酸素の高分圧條件の下で酸化

され，硫酸となり，岩石類が飽和される。熔岩および凝灰岩の造岩鉱物とガラスとは，硫酸作

用を受けて造岩元素一珪素とチタンを除く一に分解し，遂次硫酸塩の形態で溶液に移行する。

珪酸は遊離して，きらにゲルを形成する。このような珪酸の熱いjelly状ゲルは，水を50％含

み，移動して岩石の割れ目を充旗す為。シリカゲルが冷却・脱水されると蛋白石が形成され

る。このような蛋白石で充墳きれた細脈は，Sheveluch　Koshelev．およびカムチャッカおよび

千島列島のその他の火山で度々．みられる。Solfatara状態にある火山の熔岩および凝灰岩の蛋

白石化作用は，しばしば広大な地域を占め，ある程度の深きに及んでいる。

　Solfataraの珪酸ゲルの生成過程・珪酸ゲルの脱水・蛋白石への転移一老化による石英への

転化過程一1串火山地域の特色となつている。このような現象は，二次石英類の成因およびあ

る種の石英脈の生成を解明するうえにおいて興味がある。

　　　　　　　　矯
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